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『怒 りの ぶ ど う』(TheGrapesofWrath)研究
井 田 恵美子
スタイ ンベ ック(JohnSteinbeck,1902-1968)の散 文 は,常 に 『聖
書』や アーサー王 と十二人 の 円卓 の騎士 の物語,そ してエマ ソン(Ralph
WaldoEmerson,1803-1882),ホイ ッ トマ ン(WaltWhitman,1819-
1892)等 か ら受 け継 いだ もの を,反 映 して いる。 『怒 りのぶ どう』(The
GrapesofWrath,1939)も例外 で はない。特 に 『聖書 』 との関係 にお い
てスタイ ンベ ックは,物 質文 明社会 に生 きる素朴 で平凡 な現代人の生活
に対応 す る類似性 を,二 千年以上 も前の 『旧約聖 書』 の英雄 的 な過去 の
人 々の 中に見 出 したの であ る。 そ して,そ の神話 的素材 を用い る ことに
よって普遍 的な もの を描 き出 した。 それ は,リ アルで ダイナ ミックな物
語 を通 して劇 的 に展開 され る深 い人 間愛で あ り,人 類 全体 を結びつ ける
魂 の存在,そ れ を認知 し実践 し うる人 間の偉大 さとその尊厳,人 間 の根
源 的生命 であ った。
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名前 にキ リス ト(JesusChrist)と 同 じ頭文字J・Cを 持 つジム ・ケイ
シー(JimCasy)は,その行動 の軌 跡や愛 を唱 える福音 等 にキ リス トと
共通 す る ところが多 く,こ の作 品 にお いてキ リス ト的役割 を果 た してい
る。 カ リフォル ニア(California)州 への移住 が,ケ イシー と十二人 の ジ
ョー ドー家(theJoads)の 合計 十三人で始 まるこ とは,彼 らの関係 がキ
リス トと十二人 の使徒 で ある ことを暗示 してい る。 しか し,ケ イ シーは
同時 に きわ めて人 間的で複雑 な面 を も備 えてい る。彼 は人間的煩悩 に苦
しみ,そ こか ら逃 れ るた め山に入 って瞑想 的 な生活 を送 り,自 然 と一体
にな る境地 に到達す る。 そ して,そ の ことか ら 『たぶん人 間全体 が一つ
の大 きな魂 を持 ってい て,一 人一人 がその魂の一部 分なの だ』("`Maybe
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allmengotonebigsoulever'body'sapartof'")1)とい う啓示 を受 けた
ケイ シー は,神 秘 的感 情 を抱 き魂 の神 聖 さに目覚 めるので ある。そ して,
す べて の人 間 に対 し愛 を持 つ彼 は,『胸が張 り裂 けそ うになるほ ど人 間を
愛 し人間 の幸福 を願 う』("`10ve'em丘ttobust,an'Iwanttomake'em
happy,'")2)の であ る。
ここで記憶すべ きことは,愛 そ して人類全体 を結び つ ける魂 の存在 を
認 めるケイ シー の福音 が,彼 の瞑想的生活 か ら移住民 の行 動生活 の渦中
に身を投 じる ことに よって成就 され る とい うこ とで あ る。彼 は,積 極的
に移動 労働者 の側 について彼 らと共 に働 く。小説の過 程で学 び成長 す る
の であ る。彼 の成長 はまた小説 の多 くの人物 の成長 で あ り,彼 の哲学 は
民衆 の哲学 であ る。小説 の初 めか ら,彼 は土地 を追 われた移動 労働者 と
共 にい る ことを望 み彼 らのため に何 か をしたが ってい る。事 実,彼 はジ
ョー ドー 家 の人 達 にカ リフ ォル ニ アへ連 れ て行 って くれ るよ う懇 願 す
る。彼 は移 動労働 者 と共 に旅 をしなが ら事態 を理解 しよ うとす る。 ケイ
シーの この呼吸 し参加 しよう とする態度 は,小 説 の後 半 で彼 が示す成長
を予期 させ るもの である。
ケ イシー は,ジ ョー ドー家 とい う集 団の中 に入 り共 に行 動す る。 おば




と食前 の祈 りをす るの は,彼 の行動 の第一歩 であ る。 それ はすべて の人




というケイシーの思想には,超 越主義的愛,深 い人間信頼 という独特な
かお りがある。
ところで,も しケイシーが ジョー ドー家という小宇宙的集団の一員 と
して永久に残 っていたならば,彼 の小説における役割は限 られたもの と
なっていたであろう。ケイシーは,小 宇宙的集団の中に身を投 じること
によって全 くの思索的人物か ら実践的人物 となるが,彼 の福音がはっき
りと現われた時ジョー ドー 家か ら離れて行 くのである。ケイシーは,ジ
ョー ドー家の解体 を防こうとい う人間愛か ら,自 ら争いを引き受ける。
そして,ジ ョー ドー家 という小宇宙から離れたケイシーは,人 類 という
大宇宙の代弁者 となるのである。
争いの責任を一身に引き受 け逮捕 されたケイシーは,監 獄の中でさら
に実践的な発展を遂げる。彼は窮乏のために物を盗み投獄された人々を
見て,す べての問題の元は貧窮 にあることを悟 り,囚 人達が団結 して腐
った食事 を取 り替えさせた経験から,一 つの大きな魂があるという彼の
福音は民衆の行動の中で初 めて意味を持つことを学ぶのである。そして,
最後には彼は果樹園労働者のス トライキの リーダー となって死 んでい
く。このス トライキのリーダーとなる過程で示される彼の現実的な成長
は,彼 の持つ人間 と自然についての神秘的感情 と不可分に結合 している。
誰 もが一つの大 きな魂の一部であるとい うケイシーの重要な思想は,
人々は一緒に団結 して働 くべ きであるとい う彼の信念の基礎 となってい
る。彼の協力 と団結の考え方 は政治的な ものではな く,人 間はみんなお
互いにつながっているという神秘的感情 に由来 している。そして,彼 が
感 じる自然 との一体感における人間と自然の有機体的見方 も,そ れ自身
社会的でも政治的でもない。ただケイシーは,彼 が身近 に見たり聞いた
りす ることが神聖な統一すなわち彼が宇宙 に感 じとる一種 の秩序 を壊す
ことになる時は,平 気ではい られな くなるのである。 これが,旅 をして




い福 音 には,真 正 のキ リス ト教精神 の反響が ある。それ は,彼 の最期 の
場 面 に象徴 的 に示 され る。ケ イ シー はス トライキの リー ダー として残 忍
な死 を遂 げるが,殺 される時,懐 中電燈 の光 がパ ッ と彼 を照 らし,『 あい
つ だ,あ の頭 の て らて ら した 野郎 だ』("`That'shim.Thatshiny
bastard'")5)と い う鋭 い声が か かる。頭が 禿 げ上が り光 って い るケイ シ
ー の この容貌 は,キ リス トが 「光 」「世 の光」にた とえ られ る ことを考 え
る と,ま さにキ リス トその もの を思 わせ るので ある。 そして死 に直面 し
ての 『お まえ達 は自分で 自分 の してい る ことがわか らないのだ』("`You
fellasdon'knowwhatyou'redoin.'")6)とい う彼 の言葉 は,キ リス トが
十字 架 にか け られた時 「父 よ,彼 らをお許 し下 さい。彼 らは何 をしてい
るのかわ か らず にい るのです」("Father,forgivethem;fortheyknow
notwhattheydo.")7)と 語 った言葉 を言 い換 えた ものであ る。 キ リス ト
的展開が,彼 の死 に際 して成就 した ことを暗 示 させ るので ある。
ところで,ケ イシーの思想 と同 じ本質 を人生経験 か ら体得 してい る人
物が,ト ム(Tom)の お っか あ(Ma)で ある。小説 の初 めにおいて ケイ
シーが行 う,自 然 と合一 した精神 に一 つの大 きな魂の存在 を訴 える一風
変 った食 前の祈 りを,彼 女 は問いか け探 り理解 しよ うとす る。「まるで彼
が突 然一つ の霊 にな ったかの よ うに,も はや人 間でな く地底 か ら響 いて
来 る声で あるかの よ うに」("asthoughheweresuddenlyaspirit,not
humananymore,avoiceoutoftheground.")8)彼を見つ める彼 女 は,
彼 の思想 を直観 的 に肌 で理解 してい るのであ る。彼女 は,無 意識 の うち
にケ イシー と同 じ方 向で働 き,家 族 とい う集団 を まとめ,家 族 が生 きて
い く上 の中心 とな って い く。 彼女 は母 な る大地 として,大 きな人 間像 と
して描 かれて いる。 とりわ け,家 族 の とりで として ジ ョー ドー 家の旅 を
根底 か ら支 え,何 よ りも一 家 の団結 を重 ん じて家族の崩壊 を防 ぐた めに
全力 を尽 くす ことは重要 で あ り,そ の姿 は忘 れ難い印象 を残 す。
一 家の中心 として その団結 に貢献 す るおっか あは,彼 女 の人生経験 で
育 て られた 的確 な直観 的判 断 に基 づい て,時 に強靱 とも言 える意志 と行
動 を示す。特 に家族 が弱 くな りかけた時,彼 女 の力 は充分 に発揮 され る。
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カ リフ ォルニ アのオア シス(oasis)で あるウ ィー ドパ ッチ(Weedpatch)
の国営 キ ャンプにおいて,「 安心 であ る とい う幻 影」("theillusionof
security")9)が 一家 の男達 を弱 くしてい る兆 候 に早 くも気 づいた お っか
あは,彼 らの怒 りの精神 を よみ返 らせ る。国営 キ ャンプがいか に良 い所
であ ろう と出発 しな くてはい けない と主張 し,『お まえは勇 気 をな くす権
利 はない。 この家族 は今 だ めにな りか けてい る』("`Youain'tgotthe
righttogetdiscouraged。Thisherefambly'sgoin'under.'")10)と男達
に訴 える。 めったに憤 激 を見せ ないお っかあが,お や じ(Pa)を 怒 らせ
勇気 を持たせ よ うとす る願 い を持 ったのであ る。 それ は,母 として女 と
しての賢い熟考 された判断 であ った。 しか も,彼 女 の行動 は思索の結果
でな く,困 難 に黙 って悩 む年 月 を体験 した こ とか ら生 じてい る。黙 って
苦難 を受 けた経験 か ら,彼 女 は実際 の生活実践 に有 用 か否 か を考 える実
用 主義的見地 に至 り,徹 底 的 に現実 を尊重 し直観 的本能 的 に判断 を下 し
行 動す る。 この よ うなお っか あは,男 達が再 び責任 を引 き受 けるよ うに
な るまで家族 とい う集 団 を維持 し続 ける ことがで きるので ある。
苦難 の年月 の中の様 々 な経験 か らジ ョー ドー家 を支 えて い くお っか あ
は,一 家の 中心 にふ さわ しい広 く美 しい人 間愛 を持 って いる。特 に彼女
は,貧 しい者 の気 持 ちが よ くわか る。小 説の最初 の方で,彼 女 が二人 の




さ らに ウィー ドパ ッチ の国営 キ ャンプでは,シ チ ューの においに誘 われ
て来 た子供達 を,彼 女 は食物 が充分 あるわ けで もないの に追 い出 さない
ので ある。 この ような彼女 の行為 は人 間愛の実践 で あ り深 い人 間信頼 に
つ なが る。そ して,お っか あの次 の言葉 は,深 い人間信頼 を意味す る と
共 に 「詩 篇」("Psalms")の 厂牧の民」("thepeopleofhispasture")12)
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ただ しこの言葉 は,単 なる 「詩 篇」 の復 誦で はない。 それは,ケ イシー
そ して トムを理解 した お っか あの経験 か ら得 た知 恵の言葉 として の重 み
を もって いる。彼 女が家族 の守護神 として苦痛 と苦悩 を踏 み越 えて きた
結 果の言葉 なので ある。そ して彼女 の姿 は,限 りな い強 さ と優 しさ を秘
めた永遠 の母 親像 なのであ る。
お っかあの人間愛 は,娘 の ロザ シ ャー ン(Rosasharn)に 受 け継 がれ る。
最後 の象徴 的場面 で,ロ ザ シ ャー ンは,洪 水 のさ中の丘 の上 の納屋 で見





この彼 女の授乳 は,汝 が欲 す る ところを他人 に与 える とい う隣人愛 の象
徴 であ る。 そ して それ は,晩 餐式 で 「取 って食べ よ ごれ は私のか らだで
あ る」("Take,eat;thisismybody")15)とパ ンを与 え,「 私 は命 のパ ン
であ る」("Iamthatbreadoflife")16)と言 ったキ リス トの実 現で ある。
つ ま り彼女 の授乳 は,人 間が 自 らの血 を他 人 に与 え るとい う本源 的人間
愛,理 性 を超越 した神 秘的 な崇高 な もので あ り,小 説全 体が神話 的段 階
に まで高 め られ るので ある。
なお,こ の姓名不詳 の男 は,ジ ョー ドー家 のお じい さん(Grampa)の
実現で ある。『ぶ どう畑か ら大 きなぶ どうを一房 ち ぎるか何 か してそれ を
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顔 に押 しつけ汁 をあ ごか らた らすつ も り』("`Gonnagetmeawholebig
bunchofgrapesoffabush,orwhatever,an'1'mgonnasquash'emon
myfacean'let'emrunoffenmychin.'")17)とカ リフ ォルニ アに夢 を持
ち,豊 饒 の地 を求 めていたお じい さん は,夢 見 てい たあ こがれ の果樹 園
を見 ず に死亡 す る。 しか し,そ の死 に対 する生の回復 が ロザ シ ャー ンの
授乳 によって実現す るので あ る。彼 女 の乳 房 には,「 雅歌」("Songof
Solomon")に おいて 「あなた はなつ めや しの木 の ように威厳 が あ り,あ
なたの乳房 はその房 の よう」("Thisthystatureisliketoapalmtree,
andthybreaststoclustersofgrapes.")18)と豊 か さの イメー ジが与 え ら
れてい る。 そ して,ま さに その豊饒 を与 え られてい る,飢 え死 にしかか
った男 として,お じい さん は復活 してい るのであ る。 この意味 において
彼 女の授乳 は人 間の永却不 滅,生 命 の持続 の象徴 で もあ り,ロ ザシャー
ンは永遠 の母親 につ ながる聖母 マ リア として我 々の心 に忘 れ難 い印象 を
残 すので ある。
2
ス タインベ ックは,「 生の不滅 」 を描 く作 家で ある。 『怒 りのぶ どう』
の根底 には,ど の ような逆 境 にあって も生 き続 け る人々 のた くましい生
命 力が息吹 いてい る。それは,様 々 な動植物 の姿 に よって も提示 され る。
犬,猫,蛇,兎 か ら地鼠,雑 草 に至 るまで この作 品 に登場 す る各種 の自
然 の生命体 は無数で,そ れ らは,ジ ョー ドー家 を始 め とする人々 と多様
にかかわ り合 いなが ら,生 命 の重要性,そ の永続 と不滅 に厚 み を与 えて
い る。特 に,「 土亀 」("theturtle")は 最 も意図的効果的 に使 われ てい る。
それ は,ひ たす らに歩 き続 けなが ら同時 に植物 の種 子 を運 び,他 の生命
の維 持 を発展 に も貢献 してい く。実際,動 物 の中で も亀 ほ どね ば り強 い
もの はない。踏 まれ て も蹴 られ て も,ま た どんな耐 え難 い苦 難 に合お う
と着実 な歩 み を続 けてい く象徴 であ る。
トムが 「土亀 」 を家 に持 って帰 ろ うと拾 い上 げた時で さえ も,そ れ は
逃 れて遂 に歩 み続 けて来 た方向へ と歩 み を続 ける。 まさに,移 住民達が
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抵 抗 し難 い力 に対 して抵抗 し どこまで もいつ まで も動 き続 ける とい う不
屈 の生命 を象徴 してい る。 しか も,家 族が彼 らの土地 を離 れ る と知 った
トムが亀 を離 す と,亀 は南 西 の方角へ歩い て行 くので ある。南西 の方角
の指す地 はカ リフォルニ アで あ り,亀 を駆 る生命 力が ジ ョー ドー家 をも
動 かす ことが暗示 され る。 この亀 と移 住民の象徴 性の証明 は,ケ イシー





この姿 は,生 命 の不滅 を暗示 している と言 えよう。
この ような肯定 的 に表 わ され る生命 力は,冷 酷 で非生命 的な もの との
対比 によって一 層明 らか とな っている。小作人 達 を土地 か ら追 い出す「銀
行 」や 「土地会社 」 は 「怪物」("monster")と 呼 ばれ る。 それ らは 「機
械 」 で あ っ て 血 の 通 っ た 自 然 な 生 き物 で は な い。 「トラ ク タ ー」
("tractor")も や は り冷 たい機 械で あ り,土 地 を耕 すが しか し土地か ら
人 々 を追 い払 う。 それ は巨大 な物質世界 の象徴で あ り「ししっ鼻 の怪物 」
("snub・nosedmonster")で あ る。 しか し,そ れ は昼 間 は怪物 であ って
も夜 にな る と生命 の ぬ くも りの ない単 な る静止 した機械 にす ぎな くな
る。「トラク ター のモー ターが止 まる時,そ れ はその材 料の原鉱 と同様 に
死 んでい る」("whenthemotorofthetractorstops,itisasdeadas
theoreitcamefrom.")20)ので ある。
こうした中で トラクター を運転 す る者 も,も はや 自然な人間 ではな く
「機械 人間」("machineman")で あ る。 その他 に も,小 作 人 に立 ちの き
を言 い渡す地 主の代理人,国 道沿 いの キャ ンプの持 ち主,フ ー ヴ ァー ヴ
ィル(Hooverville)へ 人夫集 め に来 る請 負人,「 オー キー」("Okie")達
を町 へ入れ まい とす る 自警 団員,大 農場 の権 益 を守 る保安 官補等 は,非
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生命 的人物 で ある。 彼 らが,大 地主や銀行 の大資本 の側 につ き,利 己的
で冷た い非 生命的存在 として表 わ され る こ とは,注 目に値 す る。彼 らは
一種 の生命破 壊者 の役割 を果 たす。彼 らが引 き起 こす様 々 の事 件,例 え
ば国営 キ ャンプへ の策 謀,フ ー ヴァー ヴ ィルでの傷害事件 や その焼 き打
ち,ケ イシーの殺害 等 は,破 壊,破 滅 の道 に通 じるのであ る。
しか し,こ の よ うな生命 の破壊 者の圧迫 を受 けなが らも,な お全体 と
して生命体 は生 き続 け る ことが 主張 され てい る。 それ は,お っかあが 口
にす る 「私達 こそ人 間なんだ」("Wearethepeople")とい う言葉 によ
って も明 らかで ある。 彼女の この言葉 には,不 安な逃亡 の時代 のイス ラ
エル人(theIsraelites)を 支 えた 「選 ばれ た民 」("thechosenpeople")
の信念 の反響 が ある。 この 「選 ばれた民」 の観 念 は,小 説 の 中に浸 透 し
移住 民が生 き続 ける ことの可能性 の暗示 とな ってい る。移動労働 者達 は,
ち ょうどイス ラエル人 と同 じよ うに,約 束 の地 を求 めて苦難 の旅 を続 け
る ことに 「選 ばれ た」 ので ある。 そ して 「選 ばれた」 とい う観念 は,選
ばれ たか らこそ苦脳 を乗 り込 えみ ごとに生 き抜 くとい う信念 につ なが る
のであ る。
ところで,批 評家 レスター ・ジェイ ・マー クス(LesterJoymarks)




人間 は,一 個人 として主体性 を持 っていな けれ ばな らない と同時 に,あ
る集 団そ して大 宇宙 の一部 なので あ り,一 人 では生 きられ ない とい う主
張が な されて い る。 したが って,人 々 が生 きてい こう とす る時,そ こに
は必 ず人 間の深 いつ なが りが生 まれ る。 しか も,そ れは,ジ ョー ドー家
とい うあ る家族単位 が ば らば ら とな り経済 的精神的 に衰 退 してい く中で
生 まれてい る ことに注 目 しなけれ ばな らない。
124
小説の進展 とともにジョー ドー家の境遇は逼迫する。そして,彼 らの
衰退の様子はその構成単位その ものにも現われ,十 三人いた一家は,死
亡 した者,結 婚 を含め行方不明 となる者を引 くと,小 説の終 りでは六人
となる。今や家族単位自体が解体 してしまい,集 団としての一家は崩壊
の状態にある。しかし,彼 らの衰退 と並行してより大 きな集団が形成さ
れてい くのである。ウィルソンー家(thewilsons)や ウェインライ トー
家(thewainwrights)等 との結びつきが生まれ,彼 らはジョー ドー家 と
家族同様につき合 う。ジョー トー家の祖父はウィルソンのテント内で死
亡 し,ウ ィルソンの毛布に包 まれて埋葬される。 しかも,祖 父と共に埋
められる碑文は,ウ ィルソンの聖書 を破いた余白の紙片に書 き留められ
る。 それは,家 族の出産や結婚,死 亡を記入するページである。したが
って,そ の紙片をジョー ドー家の祖父 と共に埋葬することは,祖 父そし
てジョー ドー家を受け入れることを示す と共に,ジ ョー ドー家 とかウィ
ル ソンー家 というお互いの家系を守 り続けることを放棄し,そ れぞれが
親族関係になったことをも示すのである。
苦境 におかれればおかれるほど人間の結びつきは強 くなり,最 後の第
30章 ではジョー ドー家 とウェインライ トー 家 という 「貨車の中の二つの
家族 は一つになる。」("thetwofamiliesinthecarwereone.")22)ま た,
ウィー ドパ ッチの国営キャンプでは 「この作品で最 も忘れ難い美しい場
面」("oneofthemostbeautifulscenesofthebook")23)が展開する。
キャンプに着いた翌朝,ト ムはその朝知 り合 ったばか りのティモシー
(Timothy)の 家の人達から朝飯をふるまわれ,そ の上ティモシーに誘
われるまま小農場の土管埋 めの仕事 にまでありつ くのである。
これらの人間の強い結びつきの様子は,小 説の各所で繰 り返される。
一つの家族が違 う家族 と密接 にな り結びついて一つのつなが りが生 ま




3『怒 りのぶ どう』 を通 して,ス タイ ンベ ックは,人 間がい か に苦難 の途
を歩 もう と,物 質文 明 によって人間 の神 秘的 とも言 える原始 的 な人 間性
をそ こなわれ る ことな く,希 望 の土地,理 想 の世界 に前進 して い く原動
力 を我 々 に与 えてい る。 それ は,ロ ザ シャー ンの最後 の授乳 の場面 にお
い て象徴 的 であ った よ うに,お 互 いに一切のパ ンを一杯の コー ヒーを共
に分 か ち合 うことで もある。 しか も,こ れ らの人 間愛 は,移 住 とい う受
難 の旅 を もって初 めて実現 された のであ る。 ケイ シー は,積 極 的 に移住
民 と交 わ る ことによって人 間愛 の実現 を可能 にす る。 トム もまた,苦 難
な移住 生活 にお ける体験 か ら様々 な ことを学 び と り,人 間愛 の実現 に足
を踏 み出す ので ある。 そ して,ジ ョー ドー家 とい う小宇宙 の世界 か ら,
人類全 体 とい う大宇宙 へ と視 野 を広 げた時,こ の 『怒 りのぶ ど う』 は,
アメ リカの一地 方 に起 こった ことを遙 か に越 えて,我 々人 間全体 に力強
い勇気 を与 え るので ある。
また,ス タイ ンベ ックは,「 生 の不滅」を語 る作 家で ある。 生 ある もの
は,な か なか死 に絶 えない生命力 を持 っている。人 間 はつ まず きなが ら
も少 しず つ前進 す る。完 全 に一歩後退 す る ことはない。 この生命 の偉 大










こ こには,人 間の生命 は,物 質 的な存在 を超 えて意味 を持 つ とい うスタ
イ ンベ ックの確信 が ある。彼 の人間観 は,人 間 は宇宙 的な人類 の一部 と
して魂 を分 け合 ってい る とい うこ と,一 個 の人間 として主体 性 を持 って
い なければ な らない とい うこと,そ して集 団の 中の人 間でな けれ ば な ら
な い とい う三重 の もので あった。 したが って,一 個 の人 間 として 自らの
意志 を持 たず主体性 もな く資本 家た ちの道 具 となった人 間た ちは,宇 宙
的 な人類 の一部 としての生命 を与 え られ ることがで きない。これ に対 し,
ケ イシーや トムそ してお っかあ等 を代表 とす る移動労働者 は,各 々が主
体 性 を持 った宇宙 的な人類 の一 部で あ り,宇 宙 的 な人類 の一部で あ る人
間 は,自 分 の宇 宙 におけ る姿 を認知 し高めて い くことがで きるので ある。
社会,国,世 界 には,何 時 の世 にも苦難 の途 が絶 える ことはない。我 々,
現 代人 は,機 械文明 と物質社会 の爛熟期 に生 きてお り,そ の社会 は ます
ます組織化 され,巨 大 に複雑 にな ってい る。 このよ うな社 会 の中で現代
人 は,困 惑 し生 きる方向 を見失 い虚無的 に落 ち入 る傾 向が ある。 こうし
た現代人 に,ス タイ ンベ ックは人 生の迷路 を通 り抜 ける方法 を登場人 物
の言動 を通 して示 して くれてい るので あ る。
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